担い手農家アンケート
担い手農家アンケート
	活動組織名
	
	記入者名
	




Ⅰ．あなたの農業経営等について教えて下さい。
問1． あなた(またはあなたの属する組織等)は、下記のどの経営に該当しますか（1.～3.のいずれか１つだけ選択）。
　　　　　1.個別経営(世帯による農業経営を行う経営体で、個別法人経営を含みます) 
　　　　　2.任意組織経営（集落営農）
　　　　　3.組織法人経営

問2． あなた(またはあなたの属する組織等)の経営耕地面積を教えて下さい。

	
	10年前
	現在
	計画（平成　　　年度）

	田
	ha　
	ha　
	　ha

	畑
	ha　
	ha　
	　ha

	樹園地
	ha　
	ha　
	　ha

	牧草地
	ha　
	ha　
	　ha

	計
	ha　
	ha　
	　ha




問3． 経営規模の拡大を図る上で、課題となっていることは何ですか。番号(1.～8.)及び記号(A.～E.)のうち、当てはまるものすべてに○を付けて下さい。
　　　　　1.労働力が不足している
　　　　　　　　A.ほ場内の農作業
　　　　　　　　B.配水、排水等の水管理作業
　　　　　　　　C.畦畔や法面の草刈り、水路の土砂上げ等の保全管理作業
　　　　　　　　D.農産物の集出荷や販売等のほ場外の作業
　　　　　　　　E.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　2.農地の貸し手が少ない 
　　　　　3.借地、作業受託地が分散している
　　　　　4.借地、作業受託地のほ場条件(区画の大きさ、用排水等)が悪い
　　　　　5.後継者がいない
　　　　　6.老朽化した施設の補修作業や、補修・更新等に係る費用の負担が重い
　　　　　7.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　8.経営規模を拡大する予定はない


Ⅱ．活動組織の活動等について教えて下さい。
問4． 多面的機能支払への取り組みは以下のようなことに効果があると思いますか。該当する記号（A～E）にそれぞれ○を付けて下さい。
	
	当てはまる
	どちらかというと
当てはまる
	どちらともいえない
	どちらかというと当てはまらない
	当てはまらない

	1 水路や農道の草刈り、土砂上げ等の活動に参加する人を確保できる
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	2 水路や農道の草刈り、土砂上げ等、適切な管理が行われ、機能が維持される
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	3 水路や農道等の補修をこまめに行うことで、施設が長持ちする
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	4 点検や維持管理、補修等の実施により大雨等の被害が軽減されるとともにその後の応急措置を行うことができる
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	5 地域住民の農業に対する関心が高まる

	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	6 地域住民の景観や生態系、水質等、地域の環境への関心が高まる
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	7 景観や生態系、水質等、地域の環境がよくなる
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	8 多面的機能支払への取組を通じて、話し合い、イベントの回数等が増え、集落の活動が活発になる
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ



上記に当てはまらない効果がある場合はその内容をご記入下さい。
	効果の内容







問5． 農業者以外の方が多面的機能支払の活動に参加することについて、どう思われますか。該当する記号(A～E）にそれぞれ○を付けて下さい。
	
	当てはまる
	どちらかというと
当てはまる
	どちらともいえない
	どちらかというと当てはまらない
	当てはまらない

	1 共同活動へ参加する人数が増え、活動が推進される、あるいは参加者１人当たりの負担が軽減される
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	2 土木工事関係者、学校の先生、会社員、パソコン等を使いこなす方等、様々な職種の経験や能力が活かされ、活動が推進される
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	3 子供やその保護者が活動に参加することにより、活力が生まれ、活動が推進される
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	4 多くの方が活動に参加することで、地域のリーダーが育成される
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	5 地域のまとまりや人と人とのつながりが強くなる
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	6 声掛けや合意形成などが大変で、役員の負担が大きい
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ



上記に当てはまらない影響がある場合はその内容をご記入下さい。
	影響の内容







問6． 多面的機能支払に取り組むに当たり、課題となったことはありますか。該当する番号（1.～8.のうち、当てはまるものすべて）に○を付けて下さい。
　　　　　1.役員や会計等の事務手続きを引き受けてくれる方を探すのに苦労した
　　　　　2.高齢化等により地域共同活動を継続できるか不安だった
　　　　　3.非農家や構成員となる団体の調整に苦労した
　　　　　4.農村環境保全活動に係る調整に苦労した
　　　　　5.協定農用地の調整に苦労した
　　　　　6.支援単価が低下したため、活動内容の見直しを行うのに苦労した
　　　　　7.特に課題はなかった
　　　　　8.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問7． あなた（またはあなたの世帯や一緒に農業経営を行っている方）が水路、農道の草刈りや土砂上げ等の保全管理作業を行う時間は、10年前と比較して変わりましたか。それぞれ該当する記号(A.～C.)いずれか１つに○をつけて下さい。10年前と経営面積が大きく異なる場合には、面積当たりの時間の変化※について教えて下さい。
	
	増加した
	変わらない
	減少した

	地域の共同作業で行う作業時間
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	地域の共同作業以外で行う作業時間
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ



※水路法面の草刈り等について、共同活動と位置づけていても、それぞれの地先農家が行うことが慣習になっている場合、経営面積が拡大すると作業時間も増加しますが、面積当たりの時間としては「Ｂ.変わらない」と見なして下さい。

問７-１．「A.増加した」または「C.減少した」と回答された方におたずねします。その理由についてお聞かせ下さい。
	増加した理由












	減少した理由













問8． 今後、高齢の農家等の離農等により農家数が減少すると、多面的機能支払の取組として実施しているような、地域共同による活動に影響が出ると思いますか。該当するものを選択して下さい（1.と2.のどちらか１つだけ選択）。2．を選択された場合、発生すると思われる影響の内容をご記入下さい。
　　　　　1.影響は出ないと思う
　　　　　2.影響が出ると思う 
	影響の内容









問８で「2.影響が出ると思う」と回答された方におたずねします。
問８-１．少数の担い手農家だけで水路、農道の草刈りや土砂上げ等の保全管理作業を行うことになった場合、どのように対応すると思いますか。番号(1～3)及び記号(A～C)のうち、当てはまるものすべてに○を付けて下さい。
　　　　　1.担い手農家だけとなってもこれまでどおりの管理水準で保全管理作業を実施する
　　　　　　　　　A.農繁期等の一部の作業を委託する
　　　　　　　　　B.省力化のための機械を導入する
　　　　　　　　　C.大区画化や地下かんがいの導入等、省力化のための基盤整備を実施する
　　　　　2.草刈りの回数を減らす等、一部の作業を粗放化せざるを得ない
　　　　　3.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問８-２．景観保全や生態系保全等の環境保全活動についてはどのようにしていけばよいと思いますか。番号(1～3)及び記号(A～C)のうち、当てはまるものすべてに○を付けて下さい。
　　　　　1.これまでどおりに環境保全活動を実施する
　　　　　　　　　A.農業者と非農業者が共同で作業を行う 
　　　　　　　　　B.農業者が共同で作業を行う
　　　　　2.活動内容や活動時間等を減少せざるを得ない 
　　　　　3.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問9． 全体を通じて、今後、多面的機能支払の取組として実施しているような、地域共同による活動を継続していく上での意見・課題を教えてください。
	内容
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